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(1982年1月 ～1986年12月)の 手術統計
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OPERATIONS DURING A FIVE-YEAR PERIOD  (1982—A.986) 
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  From the Department of Urology, Osaka University Medical School 

                (Director: Prof. T. Sonoda)

   The statistics of urological operations performed at our department between Jan., 1, 1982 
and Dec., 31, 1986 were reviewed. During the 5 year period, 2331 patients were admitted to our 
hospital and 2192 urological operations were performed on 1834 patients. These statistics were 
compared with earlier statistics for two periods (1972-1976 and 1977-.1981) and the recent 
trend of urological operations was investigated. With regard to operated organ, operations on 
the kidney were the most frequent followed by those on the urinary bladder. Operations on the 
ureter decreased during the recent 5 year period and they were the fourth most frequent 
following those on the scrotum, scrotal contents and penis. Operations on the adrenal gland, 
retroperitoneal space and parathyroid gland have gradually increased. 

   As in the former report, transurethral resection of bladder tumor (TUR-Bt) was the most 
frequent and nephrectomy, TUR of prostate (TUR-P) and renal allotransplantation have followed. 
TUR-Bt and TUR-P have increased more and more and due to the introduction of percutaneous 
nephrolithotripsy and transureteral lithotripsy, open surgery for urolithiasis has greatly decreased. 
Endourological operations will still be on the increase.
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緒 言

大阪大学泌尿器科学教室の手術症例については,開

設当初の10年間(1957～1966年)お よびそ の後5年 間

ずつ,過 去4回1-4)報 告 しているが,今 回は1982年 か

ら1986年 までの5年 間の手術統計を行 った ので,過 去

の報告 と比較 しなが ら,最 近の手術内容の動向を明ら

かに したい.

対 象

1982年1月1日 か ら1986年12月31日 までの5年 間に

当科へ入院 した患老 を対象 とした.こ の間の入院患者

数は2,331名 で,こ の うち,1,834名 に対 して2,192件

の手術を施行 した.各 年度の入院患者数,手 術症例数

ならびに手術件数はTable1に 示 した とお りである.

なお各年度 の手術件数 は従来の方針 どお り,入 院暦 日

を もって行ってお り,外 来手術は加 えず,ま た血液透

析 のためのシ ャン ト造設 ・閉鎖術は本統計か ら除外 し
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Table1・ 最 近5年 間 の 症例 数

899

臓器別にみた手術件数
t9821983198419851986紹 計

臓器別の手術件数は これ までの報告に従 い,1)腎,

2)尿 管・3)膀 胱,4)前 立腺お よび精嚢,5)尿 道,6)

陰蕪 ・陰嚢内容お よび陰茎,7)副 腎お よび後腹膜腔,

入院息者数4344694624934732,331

手術症例数3533803643813561,834

手 術 数4064334344794402,i92

Table2.臓 器 別 にみ た 手術 頻 度

術 蚊
期 間1972 ～19761977卿19811982噌19B6

1.腎 に対 する手術

2.尿 管 に対 する手術

3.膀 胱 に対 する手術

4.前 立腺 ・精嚢 に対す る手術

5.尿 道に対す る手術

6.陰 嚢 ・陰嚢内容・陰茎に対する手術

7.副 腎 ・後腹膜腔に対す る手術

8,副 甲状腺に対す る手術

9,tntersexに 対 す6手 術

10,そ の 他

254%

18,2

18.6

10,3

7、7

14.2

t7

12

1.5

1.2

27.1%30.2%

14.610.8

21.321.2

10.810.1

3,53.0

13.915.7

2.52,4

1.72.7

1.30.9

3.23ρ

手 術 総 数 11930 1,896 2,192

Table3.手 術 術 式別 頻 度

(〕 内は手術数

術 式
期 間1972～19761977～1981t982 --1986

1.TUR・Bt

2,腎 摘 除 術

3.TUR-P

4.腎 移 植 術

5.華 丸固定術

6,尿 管膀胱新吻合術

7,PNL

8.尿 管切石術

9.副 甲状腺摘除術

10.膀 胱 全摘除術

11.回 腸 導管造設術

12,腎 孟切 石術

13.高 位 除畢術

14,睾 丸静 脈 高 位結 紮 術

15.腎 生 検

16.恥 骨後式前立腺摘除術

17.畢 丸 生 検

18,腎 切 石 術

腎孟 形成 術

20.腎 痕造 設術

除 畢 術

22.去 勢 術

5.8%

フの　

〒:§

窪:£

。.8

2:ら

匿:了

δ:含

2:2

。.9

;:;

)・2

10.3%

8.8

7.0

2,5

4.7

3,6

0

5.4

1.4

3.3

3.4

4,1

2.1

0,6

0,4

2.9

0,4

2,3

1.8

2,7

1.2

1.4

13.3%(291)
10.4(228}

7β(171)

551,20}

4.6(畳OO}

4,0(87)

3.3`73)

2.8〔61)

2,7〔60}

2,6(57}

2,4(52)

2.3151)

2ρ(44)

1.8(39)

1.6(36)

1.6{34}

15〔33)

1,5(32)

1.5(32}

1,4(31)

14(31)

1.3(29〕

8)副甲状腺,9)Intersexに 対す る手術に分類 した

(Table2).尿 路変更術につ いては,前 報告同様,施

行された臓器別(腎 ・尿管 ・膀胱)に 分類 した.

手術総件数2,192件 の臓器別頻度はTable2に 示す

とお り,腎 に対する手術が従来 よ り一貫 して最 も多 く

(30・2%),し か も確実に増加 している.こ れに続いて

膀胱に対す る手術が多い.尿 管に対する手術は前回の

報告に引き続 き,減 少傾向にあ り,今 回は陰嚢 ・陰嚢

内容および陰茎に対する手術 よ りも少な くな り,4番

目の頻度にな ってい る.前 立腺お よび精嚢に対す る手

術は過去2回 の報告 とほぼ同頻度 であ り,副 腎お よび

後腹膜腔に対す る手術 も前5年 間 とほぼ 同頻度で あ

る.尿 道,intersexに 対 す る手 術 は 前 々 回,前 回 と

同 様,今 回 も減 少 して きて い る.副 甲状 腺 に対 す る 手

術 は着 実 に増 加 傾 向に あ る,

手術術式別頻度

手術術式別の頻度順に並べ るとTable3の ごと く

であるが,前 々回,前 回の5年 間に比 し,経 尿道的内

視鏡手術 の頻度 がさらに増加 してお り,TUR-Btが

今回 も13.3%と 最 も頻度 が高い術式 とな った。TUR-

Pも 増加 しつつ あ る反面,開 放性の前立腺摘除術は

減少 してお り,ま た経皮的腎切石術(PNL)の 導入

に ょ り,腎 切石術,腎 孟切石術,尿 管切石術な どの手
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Table4.腎 に 対 す る 手術

爾 式
年 度19821983198419851986 計

1.腎 摘 除 術

2.腎 部分切 除術

3.腎 尿 管全 摘除 術

4,峡 部 離断 術

5.腎 切 石 術

6.腎 孟 切石 術

7.腎 孟 形成 術

8,腎 移 植術1死 体腎}

9,自 家腎移 植術

10,腎 生 検

11.腎 嚢 腫切 除術

12.翼 腫 穿刺 十アルコール注 入

13.腎 痩 造設 術

14.PNS

15.PNL

16.そ の 他

40

3

4

0

10

21

7

23(12)

6

2

0

0

2

0

0

0

43

4

6

1

8

16

6

21(7)

1

3

0

0

2

0

0

0

57

1

4

1

13

10

5

27(4}

0

13

3

0

1

0

3

1

40

2

4

1

1

3

3

48

2

3

1

0

1

11

23(10)26〔9}

2

7

0

7

1

19

36

0

0

11

0

1

1

5

34

0

228

12

21

4

32

51

32

120(42)

9

36

3

8

7

24

73

1

計 118 111 139 149144661

Table5.腎 摘 除 術

疾患名
年 度1982198319841985t986計

1.腎 移植 提供 者

2.腎 細胞 癌

3.腎 移植 受 者固 有腎

4.拒 絶移 植 腎

5.水 腎 症

6.腎 結 石

7.腎 絡 核

8.膿 腎 症

9.腎 血管 性 高血圧

10.血 管筋 脂肪 腫

11.多 房性 腎嚢 胞

12.Wilms腫 瘍

13.転 移性 腎腫 瘍

14.腎 杯 血 管腫

15.腎 孟 腫瘍

16.腎 孟 周 囲腫 瘍

17.後 腹膜 腔 肉腫

旧.腎 周囲 腹瘍

19.腎 出 血

10

8

3

6

3

3

3

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

15

12

2

2

3

3

1

2

0

0

0

0

1

0

1

0

1

0

0

23

11

8

3

6

0

0

1

0

1

0

0

0

1

0

1

0

1

1

13

月

4

3

2

3

2

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

17

21

1

4

1

0

1

0

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

78

63

18

18

15

9

7

6

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

計 4043 574048228

術が激減 してい る.今 後 も内視鏡手術 がます ます増加

するものと推測 される.膀 胱全摘除術 および回腸導管

造設術は減少傾 向にあるが,腎 摘除術,同 種腎移植術

は着実に増加 しつつある.

各臓器に対する手術術式別頻度

1)腎 に対する手術(Table4)

腎に対する手術件数 は661件 で,全 体の30.2%を 占

めてお り,最 も手術頻度の高い臓器である.術 式 別に

みると,腎 摘除術が228件 と最 も多 く,過 去4回 の統

計 と同様で腎に対する手術の中では最 も頻度の高い術

式 である.腎 部分切除術は前回報告の22件 に対 して12

件 と減少 している.同 種腎移植術は著 明に増加 してお

り,前5年 の約2.6倍 の120件 とな り,死 体腎移 植も42

件を数える.新 しい免疫抑制剤の開発に より移 植成績

も向上 しているが,拒 絶反応と免疫抑制剤の腎毒性 と

の鑑別のための経皮的移植腎針生検 も増加 して きてい

る.腎 血管性高血圧 に対 して 自家腎移植が よく行われ

てい たが、 経皮的腎血管拡 張術(PTA)が 放射線科

によって行われる ようにな り,自 家腎移植は減少 して

いる.こ れ までの統計と比ぺて 目立 った変化は経皮的

腎切石術(PNL)の 導入 に より,腎 結石 の開放性手

術が激減 した ことである.特 に腎切石術は1985年 が1

例,1986年 は1例 もなか った.ま た前回の報告 まで多

か った腎痩造設術 も放射線科にて経皮的に行われるこ

が多 く,泌 尿器科の手術件数 には加えられないので,

著 明に減少 している。

腎摘除術 を疾患別にみ る と,Table5の ごと くで

あ り,腎 移植における提供腎摘除術が最 も多 く,腎 細

胞癌が これに続 き,い ずれ も前 回の統計に比 し著 明に

増加 している.し か し,腎 移植受老の固有腎摘除は減

少 している.拒 絶移植腎摘除は移植数の増加 とともに
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Table6.尿 管 に対 す る 手術

術式
年雇198219831984

19851986計

1,尿 管切石術

2.尿 管膀胱新吻合術

3.尿 管皮膚撰造設術

4.回 腸導管造設術

5.TUL

6.尿 管尿 管吻合術

7,尿 管縫合術

8.尿 管剥離術

9.尿 管部分切除術

10.そ の 他

15

22

2

11

0

1

1

0

1

0

191458

17101820

2340

815117

0036

1420

0000

1110

0010

0110

61

87

11

52

9

8

1

3

2

2

計 5348484641236

Table7.尿 管膀 胱 新 吻合 術

疾息名および術式
年度1982198319e419851986計

1.膀 胱 尿 管 逆 流

Pelitanc冒Leadbetter(両 側)

Paquin(両 側}

2.尿 管狭窄

3.尿 管異所開 口

4.尿 管膣痩

5.そ の 他

11⑨

1(1)

7

0

1

2

7(5)

2

2

1

3

2

3(3)

0

5

0

1

1

8(5)10C7)

0

7

1

2

0

2

6

0

0

2

39(29)

5{1}

27

2

7

7

計 221710182087

Table8.膀 胱 に対 す る手術

術 式
年 度1982198319841985

19S6計

1.膀 胱 全 摘 除 術

2.膀 胱 部 分 切 除 術

3,TUR・Bt

4.TU・biopsy

5.TU-coagulation

6.TUR・Bn

7,膀 胱 切 石 術

8.膀 胱 砕石 術

9.膀 胱 憩 室 摘 除術

10.膀 胱 尿 道 挙 上 術

11.膀 胱 膣 痕 根 治 術

12.膀 胱 形成 術(cl。aca》

13.高 位 切 開 術

14.膀 胱 撰 造 設 術

15,そ の 他

11

3

54

3

1

6

0

0

1

2

0

0

0

6

2

9

1

51

11

0

4

0

8

1

3

2

0

2

2

3

16138

141

645963

058

311

241

101

364

012

003

100

010

100

000

010

57

10

291

27

6

17

2

21

5

8

3

1

3

8

6

計 8997929592465

止むを得ず増加 している.

2)尿 管に対す る手術(Table6)

尿管に対す る手術 件数は236件,10.8%と 前 々回

(352件,18.2%),前 回(277件,14.6%)と 比べて,

次第に減少 している.術 式別にみ ると,今 まで最 も多

か った尿管切石術が,著 明に減少 し,尿 管膀胱新吻合

術に次いで2番 目の頻度 になっている.1985年 か ら行

われ始めた経皮的 あるい は経尿道的 尿路結石 除去 術

(PNLあ るいはTUL)の 影響 と思われる.尿 管膀

胱新吻合術は87例ll7尿 管に施行 されてお り,そ の原

疾患はTable7に 示 したとお りであ る.膀 胱尿智逆

流に対 して行われたものが44例74尿 管 と半数 以上を占

めてお り,そ の術式はPolitano-Leadbetter法 セこて

39例68尿 管 と圧倒的多数に用い られている.そ のほか

はPaquin変 法にて行われ てい る.尿 路変更術 と し

ての回腸導管造設術は52例,尿 管皮膚痩 造設術はll例

に行われているが,過 去5年 と比較する と少 しずつ減

少 してい る.
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Table9.前 立腺 に 対 す る 手術 Tab】c13。 副 甲状 腺 に対 す る手 術

衛式
年度1982旧831964聾9851986計

術2ヒ
年 虐1ga21ge31984tg85艮986計

1,前 立腺全摘除術

2,前 立腺摘除術

(1)retropubic

(2)vesicocapsular

3.TUR-P

O)BPH

(2)Cancer

102

1583

222

o

5

5

o 3

334

213

1,副甲状腺摘除術

原 発 性

読 発 性

2,甲状腺部分切除術

85881039

3555119

110002

2355282732165

132006

計 121113131160

計 4268373737221
Table14。Intersexに 対 す る 手 術

柵 虻
年 醒1982!9e319841985t986計

Table10.尿 道 に 対 す る手 術

術 式
年 度1982198319e419851986計

1,陰 核 切 除 術

2,外 陰 部形成術

3.性 腺 ・内性器摘除術

OOlO12

1533012

132017

1.内 尿道切 開術

2,直 視下内尿道切 開術

3.TUR-Urethraltumor

4.尿 道摘除術

5.副 尿道摘除術

6,尿 道憩室摘除術

7.傍 尿道腫蕩摘除術

8.尿 道形成術

9.索 切除術

10.外 尿道 口形成術

11.カ ル ンケル切除術

12.そ の 他

0

3

1

2

0

0

0

1

1

0

1

2

2

7

3

2

0

0

0

4

0

3

0

1

0

4

3

0

0

1

0

0

2

0

0

0

OO2

8325

119

004

101

405

011

128

104

003

001

003

計

計

2863221

11221016766

Tablel1.陰 嚢 ・陰 嚢 内容 ・陰茎 に対 す る 手術

爾 式
年 度19821983量98419851986計

1.高 位除畢術

2.除 畢 術

3.去 勢 術

4.畢 丸固定術

5.■ 丸 生 検

6.偽 睾丸挿入

7,副 睾丸摘除術

8.水 腫切除術

9.睾 丸瀞脈高位結紮術

10.陰 嚢形成術

11.陰 茎切断術

12.包 茎 手 術

13,そ の 他

1013510644

626

956

222317

021

003

142

013

435

002

100

626

212

71031

7229

2216100

52533

317

0310

4210

81939

204

304

8527

106

計 6156588089344

Tablel2.副 腎 ・後腹 膜 腔 に対 す る手術

術 式
年 度19821983198419851986計

罰腎摘除術

1.原 発性アルドステロン症

2.ク ッシ ング症候群

3,褐 色細 胞腫

4.男 性化腫瘍

5,ホ ルモ ン非活性腺腫

後腹 膜腫瘍

1.後 腹膜 リンパ節廓清術

2,後 腹膜腫瘍 摘除術

3.後 腹膜腫癌 生検

2

2

0

0

0

3

2

0

1

1

0

1

0

2

1

0

7

2

2

0

1

2

1

0

9

3

3

0

0

0

3

0

120

19

16

01

01

1

0

1

8

7

1

計 961518553

3)膀 胱に対する手術(Table8)

膀胱に対する手術件数は465件,21.2%と 腎に対す

る手術についで多 く,過 去4回 の統計と比較 して も着

実に増加傾向にある.術 式別では,TUR・Btが 圧倒

的に多 く,膀 胱に対する手術件数の6割 以上を 占めて

いる.TUR-Bnな どの経尿道的手術 も含める と,そ

の頻度は さらに高 くな り,今 後 も経尿道的手術がます

ます増加するもの と思われる.膀 胱全摘除術は前報に

比べれば減少 しているが,こ れ はTUR-Btあ るいは

TU-biopsyに よ り悪性度 ならび に浸潤形式な どを病

理組織学的 に検索 し,膀 胱全摘除術の適応を慎重に決

定 しているため と考えられる.膀 胱部分切除術は10例

であ り,膀 胱周 囲腫瘍切除の際 とか膀 胱結腸痩などに

対 して施行された ものであって,移 行上皮癌に対 して

は施行 していない.こ れは移行上皮由来 の膀胱腫瘍に

対 してはTURあ るいは膀胱全摘除術の どちらかを

行 う教室 の方針が貫かれているためである.

4)前 立腺に対 する手術(Table9)

前立腺に対する手術件数は221件,10.1%で,前 々

回,前 回の5年 間 と比較 して少 しずつ増加 している.

TUR-Pが 増加の一途を辿 ってい る反面,開 放性の前

立腺摘除術が減少傾 向にある.こ れは前立腺肥大症に

対する経 尿道的手術 の適応が拡大 され つつあ ることを

物語 ってい る.

5)尿 道 に対する手術(TableIO)

尿道に対する手術件数は66件,3.O%と 前の5年 間

の67件,3.5%と ほぼ同程度であ る.し か し,前 々回

の149件,7.7%に 比ぺる と,半 数以下 となっている.

これは尿道下裂に対する手術の減少に よる もの で あ

る.1

6)陰 嚢 ・陰嚢 内容 。陰茎 に対す る手術(TablelI)



多田,ほ か=阪 大泌尿器科 ・・手術統計

陰嚢 ・陰嚢内容 ・陰茎に対す る手術件数 は344件,

15.7%と 腎,膀 胱についで3番 目に多い頻度にな って

いる,過 去2回 の報告 と比べて も増加 している.術 式

別では睾丸固定術が最 も多 く,高 位除睾術 が続いてい

る.ま た精索静脈瘤に対す る睾丸静脈高位結紮術 と睾

丸生検が著明に増加 してい る.

7)副 腎 ・後腹膜腔に対す る手術(Tablcl2)

副腎 ・後腹膜腔に対す る手術件数は53件,2.4%で

前5年 の48件,2.5%と ほぼ同様 である.副 腎摘 除術

が,25件 か ら37件 と増加 しているが,後 腹膜 リンパ節

廓清術は14件か ら8件 と減少 している.

8)副 甲状腺に対する手術(Tablel3)

本手術件数は60件,2.7%で あ り,前 回報告の32件,

1。7%に比べて増加傾向にあ る.原 発性が39件,続 発

性が19件であ った,

9)Intersexに 対す る手術(Table14)

件数,頻 度 ともに少 しずつ減少 している.

10)そ の他の手術

今までに述 べた 手術以外に65件 の手術を 施行 した

が,腹 膜潅流チ ューブの留置お よび抜去が26件 を占め

ている.前 報まで多 くみられた同種腎移植術に ともな

う脾摘除術は1982年 に5件 施行 されたのみである.

結 語

1.1982年 か ら1986年 までの最近の5年 間の大阪大

学泌尿器科学教室における2,192件 の手術 を集計 し,

1972年か ら1976年 の5年 間お よび1977年 か ら1981年 の

5年 間の手術統計 と比較検討を行 った.

2,臓 器別手術頻度 で は 過去2回 の報告に 比 し,

腎,膀 胱に対す る手術が増加 していた.尿 管に対する

手術は減少傾 向である.

3.術 式別頻度では,TUR-Btが 前 回に引 き続い

て,最 も多 く,腎 摘除術が2番 目であ った,

4.腎 に対す る手術では,経 皮 的腎切石術(PNL)

の導入に より,開 放性 の尿路結石手術が著 明に減 少 し

た.

5・ 膀胱,前 立腺に対する手術では,経 尿道的手術

がます ます増加 した.

6・ 膀胱腫瘍に対 してはTURま た は膀胱全 摘除

術を施行す る方針を貫いてお り,TUR-Btあ るいは
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TU・biopsyに より膀胱全摘除術の適応を 慎重に決定

す る方 向に あ る.

7.副 腎 腫瘍 摘 除 術,

して い る.

副甲状腺摘除術が著実に増加
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